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Fig．6　Moment　Mo　vs　frequencyあfor　case　IV
○
，秀ミ1、
　　隔　ノ　’、＼
　　ら　　り、　　　　ノ
　、御口　’
◎
　　ココ　へ
俗ll
陥捌
　、一！！’い
’・こご・’
繍l
l亀、、一ノ”8
父磁ク
　、　　　！
　㌔●⊃’
　　コ（a）MO呂0．0 　　　　ロ　（b）蜘冒0．5 　　ロ（c）蜘昭1．0
Fig．7　Variation　of　modal　shapes　of　vibration
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　Fig．8　　1nPIane　stressδo　vs　frequencyδfor　case　I】：
．“
170 面内力を受ける長方形板の振動解析
方向の波数が2以上は低下せず，ほぼ等しいか，逆に
増大している。この事実はcase　I～IVのすべてにつ
いて成立するもので，純曲げを受ける場合の特性と考
えられる。なお，一様圧縮荷重（4＝1，c＝0）の場合
にはすべて低下している6）。
　固有振動数の変動が著しい（2，1）型の場合について
固有振動形のM。による変化を示せば，Fig．7に示
すとおりである。M。が増大すると，固有振動形は対
応する正方形板の座屈波形に近づく。つまり，引張側
では振幅が減少し，逆に圧縮側では振幅が増大する。
　Fig．8はcase五の三角形分布荷重（4一一1，6一・
一Dを受ける正方形板の面内応力δ。と無次元固有
振動数あとの関係を示したものである。この場合，
一様圧縮荷重の場合6）と同様に荷重の増大とともに振
動数が低下する。
6．まとめ
　本研究は面内静荷重を受ける長方形板の座屈および
固有振動解析を行ったものである。得られた結果を要
約すると，
（1）面内曲げ応力（純曲げ）を受ける正方形板の固有振
動数は荷重辺と直角方向の半波数が1の固有振動形を
もつ場合に曲げ応力の増加とともに減少する。しか
し，一様圧縮荷重の場合と異なって固有振動数が増大
する振動次数がある。
（2）純曲げを受ける長方形板の固有振動形は引張側では
振幅が減少し，逆に圧縮側では振幅が増大する。
㈲面内三角形分布圧縮荷重および一様圧縮荷重を受け
る長方形板の固有振動数は荷重の増大とともに減少す
る。
　鉄道橋のプレートガーダー橋の振動解析を行う場
合，列車自重の影響を無視することができないので，
これらの方法を用いて固有振動解析を行う必要があ
’る。今後，実験を行ない，プレートガーダー橋のモデ
ル化の妥当性，本モデルの適用範囲を明らかにする予
定である。
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Appendix　A
case　I：
緬イ：・i・解πξ・in・πξ4ξ
　　　　∫：・in・π・・i・・π・4・
B一一
轣F（㎡＋が／幽in伽ξ・in・πξ4ξ
　　　　　∫1・in・π・・in・π・吻
C一一
轣F㎡・in規πξ・in・πξ4ζ
　　　　　∫1（・一・η）・in・π・・i・・π・4・
caselV：
A一一
邇{（ξ）カ（ξ）4ξル（・）ゐ（・）吻
B一イ：｛（一・）・c・・（一・）πξ一（窩＋・）・
　　　…（ηz十1）πξ｝方（ξ）4ξ・∫施（・）ゐ（・）吻
　　＋一灸∫：｛（魏一1）2COS（解一1）πξ一＠＋・）2
　　　COS（解十1）πξ｝！7（ξ）4ξ．
　　　　　∫：｛（・一・）・C・・（・一・）π・一（・＋・）・
　　　COS（π十1）πη｝∫・（η）吻
　　＋ナ・∫ン・（ξ麗）4ξ∫：｛＠一・）‘…
　　　（π一1）πη一（π＋1）4cos（π＋1）πη｝∫・（η）吻
C一一
轤P｛（一・）2c・・（一・）πξ一（剛）・
　　　COS（2π十1）πξ｝∫γ（ξ）6Zξ。
　　　　　∫：（・一・η）ル（・）ゐ（・）吻
ここに，∫為（ξ）一COS（々一1）πξ一COS（々＋1）πξ
